
  

【図 1】 

 

【図２】 

 
 
 
 

【図１】は取込んだ画面上の図面に下記

の手順で作業した結果です。 

１：縦横縮尺設定をする。 

２：各室の壁内法を計測する。（周長） 

３：建具記号・W・H 寸法登録する。 

４：建具を配置する。 

５：壁属性を与える。 

壁属性とは壁種の事です。 

【図１】では外壁内部・内壁・間仕切壁・

壁無しがある。 

建具は配置されているが属性（色）が優

先されているため描画されていない。 

下図【図２】は【洗面脱衣室】の例です。

外壁内部は内部から見た外壁のこと。 

内壁は内部の躯体壁のこと。 
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『電子サンスケ』【指定合成複写】 

【図１】の作業を行うと【図２】の各部位と計算式・壁属性・建具控除(巾木・壁)の計算式が自動で組ま

れます。画面上部に【床面積】【天井面積】【天井高】【内階高】(ｽﾗﾌﾞ天からｽﾗﾌﾞ下端まで)【天井裏懐】 

が表示されています。計測した平面寸法と高さ情報を組み合わせて計算式を組みます。 

各部位に材料を【図３】のようにセットすれば数量を拾います。 

材料ｾｯﾄの方法は大きく分けて 3 種類【直接ｾｯﾄ】【指定合成複写】【材料一括修正ｾｯﾄ】です。 
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【図３】

【図２】に材料をｾｯﾄしたのが下図【図３】です。【指定合成複写】という機能を使うと、たったの数

秒でｾｯﾄできます。予め、各部位の仕上・下地材の組合せ（計～同上計）は仕込んでおきます。 

※材料ｾｯﾄの仕方は、デモで実際の動きをご覧頂いた方がわかり易いと思います。 
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